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高
市
政
権
に
よ
る
２
０
２

６
年
度
予
算
案
と
税
制
改
正

大
綱
が
１２
月
２６
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
。
物
価
高
で
追
い

詰
め
ら
れ
て
い
る
国
民
生
活

を
立
て
直
す
べ
く
、
物
価
上

昇
に
連
動
し
て
基
礎
控
除
等

を
引
き
上
げ
る
仕
組
み
を
創

設
し
、
所
得
税
の
基
礎
控
除

４
万
円
の
引
き
上
げ
（
合
計

所
得
が
２
千
３
５
０
万
円
以

下
の
場
合
）
等
や
所
得
税
の

非
課
税
枠
で
あ
る
〝
年
収
の

壁
〟
の
引
き
上
げ
（
１
６
０

万
円
か
ら
１
７
８
万
円
へ
）
、

２
年
間
の
時
限
措
置
と
し
て

特
例
で
所
得
税
の
基
礎
控
除

を
受
け
ら
れ
る
対
象
を
年
収

６
６
５
万
円
以
下
に
広
げ
る

等
、
国
民
の
「
手
取
り
」
を

増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
が

目
立
つ
。
一
方
、
軍
拡
の
財

源
と
し
て
防
衛
特
別
所
得
税

（
仮
称
）
が
創
設
さ
れ
、
２

０
２
７
年
１
月
か
ら
徴
収
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
２６
年

度
予
算
案
で
も
防
衛
費
が
初

め
て
９
兆
円
を
突
破
し
た
こ

と
を
鑑
み
る
と
、
決
し
て
看

過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

医
院
経
営
に
影
響
を
及
ぼ

し
う
る
も
の
と
し
て
は
、
年

収
の
壁
の
引
き
上
げ
や
賃
上

げ
促
進
税
制
の
見
直
し
（
中

堅
企
業
向
け
措
置
は
適
用
条

件
・
税
額
控
除
率
の
見
直
し

を
実
施
の
上
、
２７
年
３
月
３１

日
で
廃
止
）
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
導
入
に
係
る
経
過
措
置

の
見
直
し
（
２
割
特
例
終
了

後
に
お
い
て
は
、
納
税
額
を

売
上
税
額
の
３
割
と
す
る
措

置
を
２８
年
９
月
末
ま
で
と

し
、
最
終
的
な
適
用
期
限
を

２
年
延
長
し
て
、
引
き
上
げ

の
ペ
ー
ス
と
幅
を
緩
和
）
等

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

〝
年
収
の
壁
〟
引
き
上
げ

に
よ
り
、
慢
性
的
な
人
材
不

足
に
陥
っ
て
い
る
医
院
に
お

い
て
は
、
従
業
員
の
働
き
控

え
が
一
定
程
度
解
消
さ
れ
う

る
期
待
も
持
て
る
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
し
来
年
度
以
降

は
賃
上
げ
促
進
税
制
の
廃
止

も
決
定
し
て
お
り
、
ま
た
最

低
賃
金
は
右
肩
上
が
り
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
今
後
も
人

件
費
等
の
負
担
が
増
大
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
の
間
の
物
価
高
や
人
件

費
の
高
騰
に
診
療
報
酬
が
追

い
付
い
て
い
な
い
現
況
に
お

い
て
、
２６
年
度
予
算
案
で
示

さ
れ
た
診
療
報
酬
改
定
全
体

で
＋
２
・
２２
％
は
、
こ
れ
ま

で
の
改
定
で
積
み
重
な
っ
て

き
た
医
院
経
営
の
損
失
に
加

え
、
今
後
も
続
く
で
あ
ろ
う

物
価
高
・
人
件
費
の
高
騰
等

に
対
応
し
う
る
も
の
な
の
か

疑
問
が
残
る
。
昨
夏
の
参
議

院
選
挙
で
焦
点
と
な
っ
た
消

費
税
減
税
に
つ
い
て
は
大
綱

で
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

医
院
経
営
に
お
け
る
消
費
税

損
税
問
題
に
も
引
き
続
き
注

力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

国
民
の
健
康
を
下
支
え
し

て
い
る
地
域
の
保
険
医
が
、

安
心
し
て
診
療
に
注
力
で
き

る
よ
う
な
環
境
整
備
が
な
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
望
み
、
そ

の
た
め
の
運
動
を
今
年
も
展

開
し
て
い
く
。

令
和
８
年
度

税
制
改
正
大
綱
を
ふ
ま
え
て

差
額
負
担
と
ス
イ
ッ
チ

Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
の
併
走
を
警
鐘

ラ
ジ
オ
関
西
が
談
話
紹
介

に
、
パ
ブ
コ
メ
・
検
討
会
議
論

へ
と
公
式
な
検
討
の
俎
上
に
上

が
る
ス
キ
ー
ム
の
撤
廃
を
求
め

た
も
の
。

　

談
話
へ
は
、
日
医
元
役
員
、

日
本
歯
科
新
聞
、
週
刊
東
洋
経

済
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
、
月
刊

保
険
診
療
、
国
会
議
員
秘
書
等

か
ら
反
響
が
あ
っ
た
。

　

ラ
ジ
オ
関
西
の
番
組
で
１
月

２３
日
の
朝
、
当
協
会
発
表
の
政

策
部
長
談
話
「
タ
ミ
フ
ル
の
ス

イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
に
反
対
／
パ

ブ
コ
メ
・
検
討
ス
キ
ー
ム
の
撤

廃
を
求
め
る
」
（
１
月
１９
日
発

表
）
が
、
引
用
紹
介
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
同
局
の
毎
週
金
曜

日
の
午
前
７
時
～
９
時
５０
分
、

「
寺
谷
一
紀
の
ま
い
ど
！
ま
い

ど
！
」
中
の
コ
ー
ナ
ー
「
寺
谷

一
紀
の
医
療
ど
ぉ
～
ナ
ル
！
」

と
い
う
番
組
で
の
こ
と
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
番
組
は
、
大
阪
府
保

険
医
協
会
が
提
供
す
る
番
組

で
、
２
０
０
８
年
９
月
の
サ
ン

テ
レ
ビ
放
映
時
代
を
経
て
、
１９

年
７
月
５
日
か
ら
ラ
ジ
オ
で
放

送
し
て
い
る
も
の
。

　

寺
谷
氏
は
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

経
て
現
在
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
。
同
局
の
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
を
務
め
、
医
療
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
る
。

　

番
組
は
、
寺
谷
氏
が
大
阪
府

保
険
医
協
会
理
事
長
の
宇
都
宮

健
弘
氏
へ
、
医
薬
品
問
題
に
関

す
る
情
勢
を
問
い
か
け
る
形
で

進
行
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険

外
併
用
療
養
化
が
厚
労
省
の
検

討
会
で
決
ま
り
、
１
千
１
０
０

品
目
が
薬
価
の
４
分
の
１
を
差

額
負
担
と
す
る
方
向
に
な
っ
た

こ
と
に
関
す
る
や
り
取
り
の

後
、
こ
れ
と
併
走
す
る
形
で
医

療
用
医
薬
品
を
市
販
薬
（
Ｏ
Ｔ

Ｃ
）
へ
転
用
す
る
ス
イ
ッ
チ
Ｏ

Ｔ
Ｃ
化
を
加
速
す
る
動
き
が
あ

る
こ
と
を
説
明
。
タ
ミ
フ
ル
が

「
寝
耳
に
水
」
で
俎
上
に
上
が

り
臨
床
医
学
的
に
も
危
険
で
あ

る
こ
と
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化

の
ス
キ
ー
ム
自
体
が
問
題
で
あ

る
こ
と
を
、
当
協
会
の
談
話
を

紹
介
し
、
詳
細
を
引
用
し
て
い

る
。
当
協
会
へ
は
事
前
に
内
容

照
会
と
助
言
依
頼
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
ラ
ジ
オ
放
送
だ
が
、

Y
ouT

ube

で
視
聴
が
可
能
（
以

下
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
）。

◇
「
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
が

Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
さ
れ
る
!?
」

 https://youtu.be/L
hC

P
_

IR
q7yg

　

政
策
部
は
１
月
１９
日
、
磯
崎

部
長
談
話
「
タ
ミ
フ
ル
の
ス
イ

ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
に
反
対
／
パ
ブ

コ
メ
・
検
討
ス
キ
ー
ム
の
撤
廃

を
求
め
る
」
を
発
表
し
、
財
務

省
、
厚
労
省
、
中
医
協
委
員
、

国
会
議
員
、
マ
ス
コ
ミ
等
へ
送

付
し
た
（
５
面
）
。

　

談
話
は
、
①
抗
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
治
療
薬
タ
ミ
フ
ル
の
「
ス

イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
」
に
関
し
、

厚
労
省
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
募
集
（
１
月
７
日
締
切
）
が

行
わ
れ
た
「
寝
耳
に
水
」
の
こ

の
動
き
に
対
し
、
医
学
的
・
臨

床
的
な
問
題
点
を
指
摘
し
危
険

性
を
説
く
と
と
も
に
、
②
在
野

の
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
要
望
が

検
討
会
の
フ
ィ
ル
タ
ー
も
経
ず

第
３２
期
第
９
回
理
事
会
　
１２
月
１１
日
（
木
）

第
３２
期
第
１０
回
理
事
会
　
１２
月
２５
日
（
木
）

〈
役
員
２９
名
、出
席
２４
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
６
名
）〉

〈
役
員
２９
名
、出
席
２１
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
７
名
）〉

　

開
業
医
の
経
営
と
国
民
の

医
療
を
い
か
に
守
る
か
。
医

療
材
料
や
歯
科
の
金
属
材
料

【
議
長
報
告
】

　

財
政
審
な
ど
で
の
診
療
所

へ
の
厳
し
い
改
革
方
針
に
ど

う
対
峙
す
る
か
議
論
し
、
理

事
会
声
明
を
出
す
こ
と
と
な

っ
た
。
ま
た
各
部
か
ら
報
告

が
あ
り
、
学
術
部
か
ら
新
た

な
臨
床
研
究
に
つ
い
て
の
提

案
が
あ
り
採
択
さ
れ
、
第
一

四
半
期
決
算
報
告
、
保
団
連

定
期
大
会
出
席
者
、新
年
会
、

理
事
学
習
会
・
総
会
記
念
講

演
の
演
者
な
ど
が
決
ま
っ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
事
務
所
の
移
転
対
策

検
討
委
員
会
か
ら
の
報
告
を

受
け
更
新
を
検
討
し
、
決
算

報
告
の
中
で
毎
年
積
み
増
し

て
い
る
災
害
対
策
積
立
金
の

使
い
道
な
ど
も
議
論
さ
れ
た
。

【
議
長
報
告
】

　

来
年
度
診
療
報
酬
の
改
定

に
向
け
た
議
論
が
本
格
化
す

る
中
、
実
態
調
査
と
報
道
に

大
き
な
乖
離
が
あ
り
、
病
院

と
診
療
所
の
分
断
に
も
警
戒

が
必
要
だ
。
医
科
歯
科
診
療

所
、
病
院
の
い
ず
れ
も
経
営

悪
化
は
顕
著
で
、
診
療
報
酬

の
大
幅
引
き
上
げ
は
道
理
で

あ
る
。
電
子
カ
ル
テ
の
強
引

な
普
及
等
、
金
銭
面
の
み
な

ら
ず
制
度
面
で
も
厳
し
い
経

営
圧
迫
の
実
態
も
あ
り
、
こ

れ
ら
が
地
域
医
療
の
崩
壊
の

危
機
に
繋
が
る
こ
と
も
、
引

き
続
き
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
関
係
各
所
に
積
極
的
に
提

示
す
る
方
針
を
確
認
し
た
。

【
議
長
報
告
】

今
回
の
情
勢
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
次
期
診
療
報
酬
改
定
の

改
定
率
を
ど
う
受
け
止
め
る

か

―
中
医
協
に
お
け
る
医

科
歯
科
共
に
管
理
料
の
見
直

し
や
廃
止
、
そ
の
他
配
分
が

焦
点
と
な
り
注
視
が
必
要
だ
。

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
、
長
期
収

載
品
、
高
額
療
養
費
の
問
題

を
い
か
に
食
い
止
め
る
か
と

さ
れ
、
そ
の
後
の
討
論
に
お

い
て
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
、

改
定
、
マ
イ
ナ
保
険
証
、
歯

科
の
金
属
材
料
に
つ
い
て
発

言
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
当
面
の
医
療
運

動
、
各
部
な
ら
び
に
地
域
報

告
が
さ
れ
た
。
定
時
総
会
、

新
年
会
、保
団
連
定
期
大
会
、

新
聞
、
庶
務
事
項
そ
の
他
の

提
案
が
さ
れ
た
。
ま
た
、
理

事
よ
り
Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
に
つ
い
て

の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

す
べ
て
の
提
案
が
了
承
さ

れ
、
議
事
終
了
後
、
理
事
長

に
よ
る
年
末
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
閉
会
し
た
。
担
当
の

先
生
方
、
事
務
局
の
苦
労
に

よ
り
円
滑
に
進
行
で
き
た
こ

と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
議
長
・
原
○歯
）

高
騰
へ
の
対
応
策
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
保
険
外
し
や
高
齢

者
の
３
割
負
担
化
な
ど
に
い

か
に
対
抗
す
る
か
。
新
た
な

骨
太
の
方
針
に
沿
っ
て
、
補

助
金
の
み
な
ら
ず
次
期
診
療

報
酬
の
高
い
改
定
率
を
勝
ち

取
る
た
め
に
必
要
な
運
動
を

し
て
い
く
決
意
を
共
有
し
た
。

（
議
長
・
二
村
○歯
）

第
３２
期
第
８
回
理
事
会
　
１１
月
１３
日
（
木
）

〈
役
員
２９
名
、出
席
２２
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
７
名
）〉

浜
岡
原
発
の
ア
ラ
ー
ト
情
報
を

即
時
、
県
へ
共
有
を

Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
の
検
討
ス
キ
ー
ム
撤
廃
を

公
害
環
境
対
策
部
が
静
岡
県
知
事
へ
要
請
書

政
策
部
長
談
話
発
表

タ
ミ
フ
ル
市
販
薬
化
へ
臨
床
的
反
対

　

公
害
環
境
対
策
部
は
１
月
１６

日
、
静
岡
県
知
事
へ
要
請
書

「
『
浜
岡
原
発
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

結
果
が
即
時
、
静
岡
県
へ
情
報

共
有
さ
れ
る
体
制
』
の
構
築
を

求
め
ま
す
」
を
提
出
。
こ
れ
は
、

浜
岡
原
発
〝
再
稼
働
〟
審
査
で

デ
ー
タ
不
正
を
行
っ
た
中
部
電

力
の
恣
意
的
運
営
と
ガ
バ
ナ
ン

ス
不
全
を
問
題
視
し
、
県
に
対

策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
た
も
の
。

　

要
請
書
で
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
結
果
を
踏
ま
え
た
各
種
ア
ラ

ー
ト
は
、
技
術
的
に
は
、
電
磁

的
手
段
に
よ
り
発
電
所
内
と
同

時
に
静
岡
県
側
へ
も
情
報
を
共

有
す
る
仕
組
み
の
構
築
が
可
能

で
あ
る
と
主
張
。
中
部
電
力
が

恣
意
的
な
情
報
提
供
を
行
っ
た

以
上
、
今
後
も
類
似
の
運
営
が

行
わ
れ
る
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
自
動
的

か
つ
即
時
的
な
運
営
体
制
を
あ

ら
か
じ
め
構
築
す
べ
き
と
し
た
。

　

ま
た
、
福
島
原
発
事
故
で
は

異
常
を
示
し
た
ア
ラ
ー
ト
の
共

有
体
制
が
不
十
分
で
、
▽
国
・

事
業
者
以
外
の
第
三
者
が
管
理

し
な
か
っ
た
こ
と
、
▽
県
は
ア

ラ
ー
ト
結
果
を
知
ら
な
か
っ
た

が
た
め
に
即
時
的
な
避
難
対
応

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
―
を
指

摘
。
非
常
時
は
て
ん
で
バ
ラ
バ

ラ
に
即
時
行
動
す
る
こ
と
が
教

訓
で
あ
り
、
国
の
行
動
指
示
を

待
つ
県
と
、
指
示
側
の
国
の
態

度
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
と
し

た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

①
不
正
に
対
す
る
見
解
、
②
原

発
で
の
各
種
ア
ラ
ー
ト
の
結
果

を
、
静
岡
県
側
へ
即
時
、
情
報

共
有
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

こ
と
、
③
原
発
の
安
全
性
確
保

は
県
が
主
体
的
に
行
い
、
そ
れ

が
で
き
な
い
場
合
は
再
稼
働
に

同
意
し
な
い
こ
と
―
を
求
め
て

い
る
。

　

会
員
の
生
活
を
守
る
共
済

制
度
の
普
及
の
際
の
会
員
情

報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
委
員
会
に
諮

問
を
行
う
提
案
が
あ
り
、
承

認
さ
れ
た
。
常
に
厳
重
に
管

理
さ
れ
る
べ
き
会
員
情
報

の
、
社
会
情
勢
に
合
わ
せ
た

活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は

今
後
丁
寧
に
検
討
し
、
会
員

へ
の
周
知
、
理
解
を
得
て
運

用
し
て
い
く
重
要
性
を
確
認

し
た
。

　

今
年
も
残
り
わ
ず
か
で
あ

る
が
、
迅
速
な
対
応
が
必
要

で
複
数
の
部
に
ま
た
が
る
案

件
も
多
く
、
熱
量
が
高
く
、

一
体
感
が
感
じ
ら
れ
る
理
事

会
で
あ
っ
た
。

（
議
長
・
千
葉
○医
）

2～4月は2～4月は
会員増加推進月間会員増加推進月間

未入会の先生方の未入会の先生方の
ご紹介をご紹介を

　組織部で

は、2～4月 を

「春の会員増

加推進月間」

と位置づけ、今年5月末までの会

員目標数として医科3,970名、歯

科2,590名を掲げている。

　その目標達成に向けて、会員

の先生方においては種々の研究

会や相談事業など“保険医協会

ならではの強み”を、まだ協会

に入会されていない先生方へ紹

介いただければ幸いである。


